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多職種でのカンファレンスの様子
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図2：認知症の種類
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もともと高齢の方と接することが好きで、認知症についても興味を持っていました。
しかし実際、認知症を患う方が入院すると、点滴を抜かれたり歩き回ったりどう
して言う事を聞いてくれないのだろうと対応に困ることもしばしばありました。
認知症だから仕方ない、そう思いながらも本当にそうなのか、自分の看護が間
違っているのではないかと、色々な思いを抱きながら日々の業務をこなしていま
した。そんな時、領域は異なりますが、同じ認定看護師の仲間から認知症看護認
定看護師を目指してみてはどうかと背中を押してもらいました。自分の看護を振
り返り、認知症について専門的な知識を学び、根拠のある質の高い看護を提供し
たいと思ったことが資格取得のきっかけです。

認知症看護は認知機能の障害の程度、症状の進行具合に加え、個人の思いや生活
習慣、性格や素質などが大きく関わるため、マニュアルにすることが難しいと言
われています。認知症看護認定看護師として習得した知識や技術を活かし、病棟
のスタッフと協力し合いながら一緒に認知症看護について考え、実践していきた
いと思います。病院は治療の場です。自宅に戻られてからの生活を入院中からご
家族と話し合い、退院調整をしていく必要があります。ご家族の不安を少しでも
軽減できるようお手伝いをしたいと思いますので気軽にお声をかけください。

図1：もの忘れと認知症の違い
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当
院
で
は
、
せ
ん
妄
・
認
知

症
ケ
ア
チ
ー
ム
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
認
知
症
を
患
う
高
齢

者
の
方
や
せ
ん
妄
を
発
症
し
た

患
者
さ
ま
に
対
し
て
、
毎
週
火

曜
日
と
金
曜
日
に
認
知
・
刺
激
・

行
動
・
感
情
に
焦
点
を
当
て
た

ア
プ
ロ
ー
チ
法
を
用
い
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ケ
ア
（
塗
り
絵
や
切

り
絵
、
ゲ
ー
ム
や
体
操
な
ど
の

活
動
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
活
動
は
「
院
内
デ
イ
ケ

ア
」
と
呼
ば
れ
、
せ
ん
妄
の
改
善

や
認
知
機
能
低
下
の
予
防
、
生

活
リ
ズ
ム
の
改
善
、
寝
た
き
り

防
止
な
ど
に
つ
な
が
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
院
内
デ
イ
ケ
ア
に
参

加
さ
れ
た
患
者
さ
ま
も
、
病
棟

に
戻
っ
た
後
は
穏
や
か
に
過
ご

さ
れ
た
り
、
夜
間
ぐ
っ
す
り
眠

れ
た
と
笑
顔
で
言
っ
て
い
た
だ

け
た
り
、
出
来
上
が
っ
た
作
品

を
通
し
て
会
話
が
増
え
た
り
と

様
々
な
効
果
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
様
々
な
活
動
は
、

患
者
さ
ま
が
入
院
中
安
全
に
治

療
を
受
け
、
安
心
し
て
療
養
生

活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

の
提
供
に
つ
な
が
り
、
元
の
生

活
に
戻
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
チ
ー
ム
医

療
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多職種でのカンファランスの様子多職種でのカンファランスの様子

アルツハイマー型認知症
最も多いパターン。記憶障害（もの忘れ）から始まる場合が多く、他
の主な症状としては、段取りが立てられない、気候に合った服が選べ
ない、薬の管理ができないなど。

●

脳血管性認知症
脳梗塞や脳出血、脳動脈硬化などによって、一部の神経細胞に栄養や
酸素が行き渡らなくなり、神経細胞が死んだり神経のネットワークが
壊れたりする。記憶障害や言語障害などが現れやすく、アルツハイ
マー型と比べて早いうちから歩行障害も出やすい。

●

前頭側頭型認知症
会話中に突然立ち去る、万引きをする、同じ行為を繰り返すなど性格
変化と社交性の欠如が現れやすい。

なお、遺伝によるケースは稀であり、さらに働き盛りの世代でも発症するおそれもあることから、
認知症は誰にでも起こりうる病気と言えます。

●

レビー小体型認知症
幻視や筋肉のこわばり（パーキンソン症状）などを伴う。

●
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高
齢
者
の
方
や
認
知
症
を
患
う
方
は
、

入
院
と
い
っ
た
環
境
の
変
化
に
適
応
し

に
く
い
た
め
、
せ
ん
妄
（
興
奮
し
た
り
、

点
滴
を
抜
い
た
り
す
る
行
動
）
や
、
認

知
症
の
症
状
の
悪
化
な
ど
を
招
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
症
状
の
あ
る

患
者
さ
ま
を
対
象
に
、
認
知
症
看
護
認

定
看
護
師
（
※
左
記
参
照
）
や
認
知
症
専

門
医
、
精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
、
作
業

療
法
士
、
薬
剤
師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な

ど
多
職
種
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー

で
、
患
者
さ
ま
に
対
す
る
治
療
や
対
応
方

法
に
つ
い
て
主
治
医
、
病
棟
看
護
師
と
協

働
し
対
応
す
る
医
療
チ
ー
ム
を
「
せ
ん
妄
・

認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
」
と
い
い
ま
す
。

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　「
認
知
症
」
と
は
老
い
に
と
も
な
う
病

気
の
1
つ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳

の
細
胞
が
死
ぬ
、
ま
た
は
働
き
が
悪
く
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
憶
・
判
断
力
の
障

害
な
ど
が
起
こ
り
、
意
識
障
害
は
な
い
も

の
の
社
会
生
活
や
対
人
関
係
に
支
障
が
出

て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
日
本
で
は
高

齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、
認
知
症
の
人
数

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
は
平
成
24
年
度
の
時
点
で
、
7
人
に

1
人
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
を
と
れ
ば
誰
で
も
、
思
い
出
し
た
い

こ
と
が
す
ぐ
に
思
い
出
せ
な
か
っ
た
り
、

新
し
い
こ
と
を
覚
え
る
の
が
困
難
に
な
っ

た
り
し
ま
す
が
、「
認
知
症
」
は
、
こ
の

よ
う
な
「
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
」
と
は

違
い
ま
す
〔
図
1
〕。
例
え
ば
、
体
験
し

た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
も

の
忘
れ
の
自
覚
が
な
か
っ
た
り
す
る
場
合

は
、
認
知
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
認

知
症
に
は
4
つ
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
症
状
が
異
な
り
ま
す
〔
図
2
〕。

認知症看護認定看護師は2006
年に認定が開始されました。
2015 年現在 653 名が全国で
活動しており、認知症の患者さま
が直面している状況を統合的に観
察し、ケアの実践や体制づくり、
介護家族のサポートなど、生活・
療養環境を整える役割を担ってい
ます。また、他の医療スタッフや
関係者とともに、患者さまの生
命、生活の質、尊厳をしたケア
を考え、提供しています。

※認知症看護認定看護師とは

※
　
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
病

気
や
異
常
を
識
別
す
る
検
査
を
し
、
一
定
の
条

件
で
ふ
る
い
分
け
す
る
こ
と
。

せ
ん
妄
・
認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
の
役
割

　
入
院
し
た
65
歳
以
上
の
患
者
さ
ま
を
対

象
に
せ
ん
妄
の
発
症
や
認
知
症
な
ど
の
リ

ス
ク
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
※
し
、
毎
週
木

曜
日
に
病
棟
回
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回

診
で
は
、
対
応
困
難
事
例
に
対
し
、
対
応

方
法
や
薬
剤
の
使
用
方
法
、
認
知
症
の
診

断
や
治
療
に
関
す
る
こ
と
、
ご
家
族
へ
の

説
明
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ．なぜ認知症看護認定看護師になろうと思いましたか？

Ｑ．今後の意気込みをどうぞ 

Ａ．

Ａ．

体操の様子

切り絵の様子

患者さまが作ったカレンダー
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